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自己紹介
国立研究開発法人 水産研究・教育機構

増養殖研究所 育種研究センター

ゲノム育種グループ 所属

• ニジマスの伝染性膵臓壊死症（IPN)耐性に関する

量的遺伝子座（QTL)解析とマーカーアシスト選抜育種
（MAS)

• カナダ・ゲルフ大学で、アトランティックサーモンの

Cryptobia salmocitica 寄生耐性のQTL解析研究

• 2016年に米国農務省（USDA-ARS) 客員研究員

• 現在の所属後、10年ほど前から海産養殖魚の

遺伝育種研究を行っています



本日の内容

1. 第2回ブリ類（セリオラ）ワークショップの概要

2. 海外のブリ類養殖の情勢（米国）



本日の内容

1. 第2回ブリ類（セリオラ）ワークショップの概要

2. 海外のブリ類養殖の情勢（米国）



• 2010年 鹿児島

（錦江湾、志布志）

• 2012年ハワイ

（ハワイ島）

• 2014年 サンディエゴ

（ラホーヤ）

• 2015年 長崎、大分

（有明海、上浦）

水産研究・教育機構（FRA)と米国海洋大気庁（NOAA)
が毎年開催する日米水産増養殖部会・UJNR（U.S.Japan
Cooperative Program in Natural Resources）で検討されてきた
ブリ類養殖の議論からスピンオフ発展した会議

セリオラワークショップの生い立ち



第2回セリオラワークショップ

日時： 2018年1月11日〜12日
場所： 米国カリフォルニア州

サンディエゴ、ラ・ホーヤ
NOAA 南西水産研究センター

今回も動植物の遺伝育種研究者が、世界で最も多

くの人数が参加する国際会議「Plant & Animal 

Genome Conference 」に合わせて日程が設定され

た
プライバシー保護のため、この画像の自動ダウンロードをブロックしました。

PAGのAquaculture 会議よりも参加人数が多かった



参加者：
ブリ類研究及び養殖に関わる主要な国であるアメリカ合衆国、日本、
チリ、メキシコ、オーストラリアに加え、
カナダ、ドイツ、ブラジルも加わり、国の研究機関、大学、養殖生産
企業、研究委託企業を含めた合計４８名（前回の1.5倍規模）



ブリ
（日本、韓国）

カリフォルニアヒラマサ・ヒレナガカンパチ
（米国、メキシコ）

南半球ヒラマサ
（南アフリカ、オーストラリア、ニュージーランド、チリ）

世界のブリ類養殖対象種と地域

Hawaiiカンパチ
（中国、日本、地中海・マルタ）

ヒラマサ
（日本）

世界のブリ類養殖に関するワークショップとして企画



（Seriola aureovittata）アジア
（Seriola dorsalis） カリフォルニア
（Seriola lalandi） 南半球

(Seriola rivoliana)

（Seriola dumerili）

（Seriola quinqueradiata)

世界の主要な養殖対象のブリ類は4(＋2)種類



ワークショップの全体的な到達目標
ゴール1：ブリ類の養殖研究の現状を知る

コミュニティーとして、自分たちの研究の現状や今
後の方向性を確認する

ゴール2：データ、及びサンプルを管理・共有する効率的
な方法の開発

広域回遊魚であるブリ類の遺伝資源の把握、サンプ
ル共有及び膨大なゲノム情報など※オミックスデータ
をどのように管理するか？

ゴール3：連携して共同提案する事業の組立てと資金源の
確保

国際共同研究に利用可能な予算があるか？
※ オミックスとは、遺伝子の発現、タンパク質の構造解析や立体構造決定、SNPの同定、細胞
内の全代謝物質の網羅的解析等、個々の網羅的分子情報の基礎研究から、種々の分子情報の差
異と共通性に基づいて全体性において把握し、新たな研究などに役立てるものです。



• ゲノム研究を中心に議論されていたが、飼料や繁殖
制御にまで研究の議論が広がった

（第1回セリオラゲノムワークショップから顕著な進展がない話題は省略）

• セリオラデータベース

• コンソーシアムSNPチップ

• 低魚粉飼料で育つブリ類の育種

• 腸内細菌叢（マイクロバイオーム）

• インプラント成熟・制御技術

• 遺伝的攪乱防止

ワークショップの講演ダイジェスト



セリオラデータベース(Seriola DB）

ブリ類研究に必要な情報を抽出、
提供できるブラウザ
https://www.serioladb.org/



セリオラコンソーシアム
SNPチップ ？

• 9万SNPが搭載可能なDNAチップに、ブリ類に共通したSNPを探して搭載
• 余ったスペースにブリ類各5種で特徴的なSNPを配置
• 1魚種で約3万SNPジェノタイピングが可能なSNPチップを作成する
（コンソーシアム参加組織は、特別価格で購入可能、20＄以下を目標）



遺伝的獲得量
積み重ねることで
大きな効果に繋がる

成長率の改善

収益性に直結

ゲノム予測・選抜

育種は、発展性が約束されおり、
長期的には費用対効果に優れた投資

血縁情報の代わりにゲノム情報（SNP情報）
を用いて（加えて）育種価を推定する方法



低魚粉飼料で育つブリの育種

日本でもEco-Sardine™を試してみてと誇らしげでした

• マグロ、ハタ類、カンパチで給餌試験を実施
• モイストペレット用に設計
• 原料に海由来のものなし



低魚粉飼料 • 供試魚120尾、170日飼育

個体別によく見てみると・・・・・



低魚粉飼料

• 大豆由来の餌でも大きくなる個体
• 選抜育種とSNPによる遺伝的相関にも注目



低バイオマスな微生物を評価する
ツールを開発する

腸内細菌叢（マイクロバイオーム）

天然プロバイオティクスの探索：
フィッシュマイクロバイオームプロジェクト



インプラント成熟・制御技術

マルタ共和国で海面養殖を展開、スペインのクロマグロ養殖で
培われた技術をカンパチに応用

今回ヨーロッパ
から初参加！



インプラント成熟・制御技術



養殖集団の特性

魚の数、
養殖集団、
成熟、成長.…

天然集団の特性

集団のサイズ、
生産能力、分布、

成長...

魚の数、年齢、
逃亡率、野生での生存率...

養殖施設、及び運営

Ωモデルによる遺伝攪乱リスク評価のシミュレーション

Adapted and modified from ICF International, Inc.

天然及び養殖のカリフォルニアヒラマサ集団の遺伝的評価

遺伝的攪乱防止

他の生物への捕食被害

逃亡の影響
野生集団の減少、競争、
他の生物への捕食被害

The Offshore Mariculture Escapes Genetics Assessment (OMEGA) 

海面養殖からの脱出に伴
うリスクをシミュレート
するために使用される
Excelベースのプログラム



ブリ類養殖に関心が集まる理由

• 市場の発展性に期待

• 研究としての先進性に興味

• 養殖産業の持続性を懸念

→ブリ類養殖の課題は、今後の養殖産業
の発展を考えた場合、現在の養殖技術の
問題点の解決に、優しすぎず、難しくもなく
「ちょうどよいチャレンジ」が設定されている



本日の内容

1. 第2回ブリ類ワークショップの概要

2. 海外のブリ類養殖の情勢（米国）



"Make America Great Again" 

• ヒラマサ・カンパチの養殖海面の拡充
は、連邦政府の許可が下りた

• しかし現状では州政府の許可が下りてい
ない（沿岸から３マイルは州政府の管轄）

• トランプ政権に変わり、商務省長官に
ウィルバー・ロス氏がいる

• ロス氏が水産業における対貿易赤字
改善のため養殖業を推進している、そ
のため予算は順当についている（米国
海洋大気庁：NOAAの中では予算増）

停滞か推進か？



バリューチェーンを生み出す水産養殖業

• 欧米では高級嗜好品

• 持続的可能な養殖

• 精神的ヒエラルキーの高い人種には重要な価値観

• 輸出産業を考えた場合、欧米人の価値観を考慮して
養殖生産ができない国は市場から排除

レストランのメニューでは「Sustainable seabass」、
Wild caught albacore（ビンナガ）」と表記されている



これからの養殖魚に求められるもの

昔 今

代替タンパク・環境リスク・人工種苗

世界各国で明確な目標を持って、「理想的な養殖生産」を進めている
日本だけがこの流れに抵抗することは難しい

安く

美味しく 安定
（供給・価格）

機能性

環境に
優しく

長く発展し
持続的



ご清聴ありがとうございました

• 第2回セリオラワークショップの演者プレゼンPDF
が必要な方は、水産研究・教育機構 研究推進部
連携・協力課 fra-sharen@ml.affrc.go.jp まで

• セリオラコンソーシアムについてメーリングリス
トの参加を希望される方は

増養殖研・尾崎照遵まで aozaki@affrc.go.jp

出来る限りをお伝えしたかったのですが、時間の関係で
本日はここまでとします、次回は日本から多くの参加を
お願いします


